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本研究は，NaI(Tl)シンチレータを用いた実験を行い，Bayes の定理に基づいたアンフォールディング法

（Bayes推定法）によるガンマ線のエネルギースペクトルの解析可能性を確認した。また，理論値と比較する

ことにより解の収束性や妥当性を議論した。 
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1. 緒言 

Bayes推定法とは、Bayesの定理に基づいて畳み込み積分の逆問題を解く（アンフォールディング）解析法

であり、原子核の二重微分断面積の解析や中性子スペクトルの解析などに用いられている [1, 2]。しかしなが

ら Bayes推定法の劣問題条件下における解析の是非や推定値の誤差評価手法など、未解決の問題が存在する。 

そこで本研究では，Bayes推定法の一般的特徴や放射線計測への適用性を明らかにすることを目的に、Bayes

推定法によるガンマ線のエネルギースペクトルの実験解析を実施し、Bayes 推定法による解の収束性や妥当

性を検証した。 

2. 実験 

NaI(Tl)シンチレータを用いて 137Cs 及び 60Co から発せられるガンマ線の測定実験を行った。この実験では

Bayes 推定法によって測定結果から検出器に入射するガンマ線のエネルギースペクトルの解析を行った。そ

して解析結果と理論値と比較することで Bayes推定によって得られる結果の再現性や収束性を評価した。 

この実験を各線源に対して 100回行った。本実験で得られた解析スペクトルを図 1に示す。図 1に示され

た 3本のピークエネルギーの平均はそれぞれ 662.7±6.1 keV, 1170.4±7.3 keV, 1325.4±10.2 keVとなった。また、

各ピーク強度を理論値と比較すると、C/Eの平均がそれぞれ 1.09±0.01, 1.11±0.01, 1.12±0.01となった。 

3. 結論 

本研究により、Bayes推定法によりガンマ線のエネルギースペクトルの解析が可能であることを確認した。

また、100 回の繰り返し測定の結果、Bayes 推定法で得

られる結果の高い再現性・収束性を確認した。 

今後はシンチレータの種類を変えて同様の実験を行

い，検出器応答関数の形状による依存性等についても検

証を進める予定である。 
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図 1. ガンマ線スペクトルの解析結果 
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